
大
正
四
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行
)
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欧
米
に
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け
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日
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い
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問
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衣
分
析
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に
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す
る
五
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の
問
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間

骨

阿

川

戦
時
に
於
け
る
女
子
労
働

勢
働
市
場
分
析
の
一
例
:

大
量
観
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法
に
開
ナ
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一
著
作
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附
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欧
米
に
於
げ
る
日
本
事
研
究
に
就
い
て

(
下
)

本

庄

築

ιム
t口

良E

突
に
米
閣
の
月
本
感
研
究
に
つ
い
て
見
聞
し
た
川
を
記
し
て
見
ゃ
う
。

一、円

V-E-=ピ一回
d
D
2
2
2
q
(
Z
0
4司
吋

2
r
)

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
撃
に
於
け
る
日
本
製
研
貨
は
鼠
も
注
意
す
べ
き
も
の

L

一
つ
で
あ
る
。

行
政
的
方
面
で
は
匂
口
一

zz一q
(
)
G
E
E
-
H
2
0コ
』
回
目
出
ロ
2
0
∞E
とつ凶

が
あ
り
、
研
究
的
方
面
で
は

。
D
ロ『
0

円。ロ円。

2
M
司
自
肘
臣
室
ロ

国

r
s
q
o『
Q
〈一一一目立
G
3

が
あ
っ
て
、
毎
月
一
同
舎
合
を
開
い
て
研
究
討
議
を
な
し
既
に
三
年
を
経
過
し
て
ゐ
る
。
本
島
一
・
の
同
ロ
色
Z
Z

-
「
】
吾
同
ロ

g
ゆ
盟
主
一

g
に
は
角
田
講
師
が
司
書
と
し
て
永
年
在
勤
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
ポ

。
『
・
出
口
調
r
出

ozqコ
氏
が
講
師
と

し
て
咋
年
よ
り
来
任
し
て
講
義
そ
捲
営
さ
れ
て
ゐ
る
。
同
氏
は
和
繭
ラ
イ
デ
ン
大
些
の
-
7
1
J
ア
ル
博
士
の
下
で
研
究
せ
ら
れ
、
先
年

百
姓
一
授
の
研
究
の
た
め
来
朝
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
岡
書
館
は
開
E
Z
2
k
g一位向。
=
2
{一02
と
し
て
支
那
そ
の
他
を
合
ん
で
を
り
、

殊
に
支
郊
の
闘
蓄
が
多
い
が
、

}
3
2
2。
回
[
ロ
己
2
の
室
及
階
下
の
書
庫
に
は
多
く
の
日
本
警
が
蒐
集
さ
れ
て
を
り
約
二
高
部
に
達
し

て
ゐ
る
。
静
香
・
百
科
辞
典
・
文
皐
・
歴
史
等

ω書
籍
が
最
も
多
く
、
政
治
経
済
に
闘
す
る
方
面
の
附
書
は
、
従
来
意
識
的
に
は
蒐
集
さ

れ
て
居
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
相
営
多
く
集
ま
っ
て
ゐ
る
。

と
の
研
究
室
が
今
の
形
を
と
る
や
う
に
な
っ
た
の
は
一

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

uq 
O 

第

銃

五
七



欧
米
に
於
け
る
日
本
串
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
容

四

O
四

第

銃

主
八

九
三
一
年
以
来
の
と
と
で
あ
る
が
、
勿
論
そ
れ
以
前
に
於
て
も
日
本
に
闘
す
る
闘
害
は
角
旧
氏
の
努
力
で
集
め
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で

-b
り
、
同
氏
は
一
九
一
七
年
頃
か
ら
来
任
さ
れ
て
居
る
由
で
あ
る
。

ボ
ル
ト
ン
博
士
は
粧
桝
史
の
方
面
に
興
味
を
持
っ
て
居
ら
れ
る

か
ら
、
勝
来
此
庭
の
日
本
研
究
は
経
済
史
の
方
面
に
都
町
民
す
る
こ
と
と
思
ふ
。
認
識
畢
生
は
、
昨
年
は
日
本
語
だ
け
し
か
講
義
が
丘

か
っ
た
の
で
五
六
名
に
過
ぎ
ぬ
が
、

日
本
史
の
講
義
の
あ
っ
た
前
年
は
十
四
五
名
に
上
っ
た
と
い
ふ
。

こ
の
日
本
研
究
室
の
在
る
揚

所
は
大
接
入
口
の
奮
闘
書
館
で
あ
る
。
新
附
書
館
が
出
来
た
の
で
、
奮
闘
書
館
の
大
閲
覧
安
は
式
揚
た
ど
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
周
圏

の
索
が
研
究
室
に
党
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
三
七
年
の
講
義
の
う
ち
日
本
に
闘
す
る
も
の
は
次
の
如
〈
℃
あ
る
。
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R
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屯
E
o
u
o
〉

1
・

=、F
F
E
q
c「
{Ucbm明
言
詔
(
巧
E
V
Z阿
古
口
)

問
書
館
の
う
ち
に

口町一
ω
-
c
p
c『
C
ユ。
z
z
-
E
が
あ
り
、

そ
の
中
に
更
に
日
本
部

が
る
る
。

日
本
部
の
主
任
阪
商
女
史
{
∞
『
一
D
p
r
m
ロ
目
白
匡
}
が
恰
も
蹄
朝
中
で
あ
っ
た
の
で
、
東
洋
部
長
旨
F
E『
弓
・
出
回
目
ヨ
乙

氏

の
下
に
助
手
と
し
て
清
朝
史
の
編
纂
に
従
事
せ
ら
れ
て
ゐ
る
宵
瀬
文
墜
士
が
館
内
を
案
内
さ
れ
た
が
、

日
本
書
の
牧
臓
約
二
高
五
千

部
に
及
び
、
経
済
史
研
究
や
枇
舎
経
済
史
皐
等
の
雑
誌
ま
で
も
揃
へ
で
あ
っ
た
。
美
術
・
文
撃
・
宗
教
に
闘
す
る
も
の
が
比
較
的
多
く

官
腐
統
計
や
地
方
史
誌
の
類
も
あ
っ
た
。
外
に
日
本
に
闘
す
る
洋
書
数
千
部
が
あ
る
。
書
庫
の
中
に
机
を
置
い
て
研
党
者
に
提
供
し

て
レ
ザ

I
プ
す
る
と
と
を
許
し
て
ゐ
る
。

一
、
〈
色
。
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が
あ
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、
日
本
に
闘
ナ
る



問
書
も
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
古
く
か
ら
朝
河
貫
一
氏
が
居
ら
れ
て
日
本
史
を
講
ぜ
ら
れ
‘
立
汲
た
書
庫
が
あ
る
。
蒐
集
聞
書
は
歴
史
・

文
嵐
一
;
宗
教
に
闘
す
る
も
の
が
多
〈
、
そ
の
教
は
明
か
で
友
い
が
一
高
五
千
部
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
。
然
し
政
治
経
済
に
関
す
る
も

の
は
割
合
に
少
い
。
特
に
注
意
す
べ
き
と
と
は
一
入
四
八
年
以
来

}
D
E
E
P
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2
r
o
p
g包円
P
D
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Z
S
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F
2々
が
年
四
同
刊
行

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

回
、
巴
E
Z己
C
2
2
E
q
(
F
E
Z
E問
。
)

(
イ
)
国
E
〈
戸
『
ユ
門
川

Z
∞口
F
D
O
}
『

L
Z
P『}、

H
V

『
三
巴
L
C
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]
P
E
B
氏
が
館
長
で
あ
る
。
大
き
-
夜
間
書
館
で
各
闘
の
法
制
資
料

の
珍
ら
し
い
も
の
が
、
而
も
完
本
が
多
〈
集
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

ロ
シ
ア
の
法
制
資
料
な

E
は
、
恐
ら
〈
ロ
シ
ア
帝
支
の
も
の
で
あ
っ

た
ら
し
〈
倣
に
類
例
の
・
な
い
も
の
て
あ
ら
う
c

C
2
0
2
S
一
円
♀
rpuccロ

の
う
ち
日
本
の
も
の
の
概
数
は
吹
の
如
〈
で
あ
る
。
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四

O
脚

日
本
に
闘
ず
る
同
書
も
種
K

た
も
の
が
集
っ
て
を
り
、

官
報
た
ど
も
第
一
一
鋭
か
ら
揃
っ
て
居
る
。
古
い
雑
誌
・
刊
行
物
で
も
完
本
が

多
い
の
に
驚
く
。
古
文
書
も
相
営
集
っ
て
を
り
、
貨
に
立
汲
友
岡
書
館
で
あ
る
。
日
本
部
に
下
山
重
一
丸
氏
が
居
ら
れ
た
。

(
ロ
)
出

E
E
E
-
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n
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H
D
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〈
自
の
]
岡
山
口
問
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燕
京
で
あ
る
)

HWB円
ω
2向
。
巴
一
出
合
同
氏
の
管
理
の
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
う

ち
に

O
E
g
o
-
]戸田
u
p
E
何
百
円
一
r
z
q
が
あ
る
。
蔵
書
は
支
那
十
寓
部
、
日
本
一
高
部
と
稀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

日
本
闘
膏
で
は
文
皐
・

歴
史
方
面
の
も
の
が
多
く
、
政
治
経
済
の
も
の
は
少
い
。

一
九
三
六
年
か
ら
己
主
占
三
す
E
5
7
h
k
g一
色
町
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E
Z
が
年
四
問
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に
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国
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に
就
い
て
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五
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欧
米
に
於
け
る
日
本
革
研
究
に
就
い
て

t
F
四
十
六
巻
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銃
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O 

行
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

大
壌
に
K
M
け
る
講
義
に
は
次
の
も
の
が
る
る
。

m
f『
ロ
ロ
門
回
目
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一
九
三
七
年
一
月
下
山
氏
が

F
ω
5
2
2
Z
回
目
耳
里
子
〈

S
門主コ拘

T
m
z
z
z
と
友
り
、

エ
レ
セ

7

氏
外
遊
の
た
め
臨
時
に
日
本
語

を
教
へ
ら
れ
た
が
、
準
生
は
十
入
名
ば
山
り
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。

玉、

C
ヨ
2
z
q
o「

(
〕

Z
S問
中

(
o
t
E
m
c
)

H
E

宣
言

z-wz-
出
。
巨
加
山

の
館
長
。
『
-HJ-B
氏
の
談
に
よ
る
と
、
本
壊
で
は
近
東
研

究
が
中
心
で
、
極
東
も
町
?
っ
支
那
で
る
り
、
阿
世
一
同
そ
の
他
も
支
那
に
閲
す
る
も
の
が
多
く
、
日
本
書
は
少
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

九
一
九
年
以
来

O
ユ
z
z
-
H
E
Z
Z
Z
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
第
一
階
に
は
講
義
室
、
陳
列
室
等
が
あ
り
、
第
一
一
階
に

は
闘
書
室
・
数
宗
そ
の
他
が
あ
る
が
、
前
漣
の
如
〈
近
東
が
主
で
あ
る
。
た

r
】
》
円
。
円
富
里

Z
E門
氏
は
日
本
歴
史
を
一
五

O
O午
以

前
二
五

O
O年
乃
至
一
八
五
三
年
、

一
八
五
三
年
乃
百
二
九
三
七
年
に
分
ち
.
そ
れ
ぞ
れ
夏
冬
春
の
各
皐
期
に
講
義
さ
れ

τゐ
名
。

六、

z
c
-
z
w
t〈
2
5
3
5
=
5
5
q
E
S
D
U
Zロ
)

-JRM内
S
5
F
(〕

C]O四
5
5氏
(
F
Z
Z
2一∞
2
0
5
0
)
が
日
本
の
政
治
制
度
研
究

者
在
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

同
氏
の
研
究
室
に
は
犬
山
郁
夫
氏
が
居
ら
れ
て
そ
の
研
究
を
助
け
て
ゐ
ら
れ
る
ゃ
う
で
あ
る
o
。。
-
O
E

で
2
0
氏
は
盛
ん
に
日
本
闘
害
を
蒐
集
せ
ん
と
し
て
居
ら
れ
る
が
、
今
の
庭
で
は
中
央
問
書
館
に
多
少
日
本
の
悶
蓄
が
牧
寂
さ
れ
て



ゐ
る
の
み
で
・
特
別
友
る
日
本
研
究
安
又
は
東
洋
研
究
室
を
持
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
蒐
集
さ
れ
て
ゐ
る
開
書
も
寧
ゐ
澄

法
及
憲
法
史
が
中
心
で
、
北
パ
他
に
多
少
政
治
経
済
に
闘
す
る
書
物
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
然
し
兎
に
角
政
治
闘
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
持
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
他
の
大
山
慢
の
日
本
製
研
年
が
多
〈
は
支
出
摺
歴
史
方
聞
に
重
心
を
世
い
て
ゐ
る
に
比
し
て
特
色
が
あ
る
と
思

ふ
。
東
大
丈
聞
甲
士
で
且
東
京
商
大
出
身
の
佐
藤
敏
行
氏
が
此
慮
で
研
究
(
商
業
)
さ
れ
て
ゐ
る
。
本
大
事
の
戸
川

Z
F
E
C一
が
の
E
S問。

に
在
っ
て
、
共
出
屈
に
は
巴

g
己
主
明
言
。
弓
教
授
が
居
ら
れ
、
日
本
法
制
史
に
闘
す
る
同
書
の
蒐
集
が
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す

ぺ
き
で
あ
る
。
同
氏
の
下
に
日
本
人
助
手
が
腎
て
惇
川
時
代
の
法
令
の
欄
鐸
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
樋
止
日
の
蒐
集
は

dzzzdw

阿
川
巧
叩
ハ
リ
目
る
己
北
ハ
に
到
底
ロ
E
Z
E
円
ヨ
〈
叩
口
一
-
C
Q
]

に
は
及
ば
な
い
。
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E
E
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5
の
次
席
と
し
て
中
津
健
氏
が
居
ら

れ
、
十
年
程
以
前
か
ら
日
本
に
閲
す
る
研
究
に
従
事
せ
ら
れ
、

日
本
丈
島
十
美
術
等
に
つ
い
て
講
義
し
、
乗
て
領
事
館
喝
託
と
し
て
日

木
事
情
の
間
明
に
努
力
さ
れ
て
居
る
。
街
、
河
ム
口
氏

(
R
E
5
F
E一
)
が
日
本
地
理
に
つ
い
ナ
講
義
し
て
を
ら
れ
る
。

国
書
館
の
設

備
は
完
備
し
て
ゐ
る
が
、
特
別
た
日
本
研
究
室
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
中
央
岡
書
館
の
一
宝
に
東
洋
及
日
本
闘
係
の
闘
書
を
牧
蔵

し
て
ゐ
る
程
度
で
、

そ
の
量
も
少
い
。
尤
も
凶
際
文
化
振
興
舎
か
ら
近
く
数
百
冊
の
同
書
が
寄
贈
さ
れ
る
由
で
あ
る
が
、
そ
う
な
れ

ぽ
特
別
た
る
研
究
室
も
出
来
る
様
子
で
あ
る
。

八
、
旬
。
E
Q
E
の
♀
方
向
。
(
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先
年
わ
が
京
都
帝
園
大
準
大
串
院
に
在
籍
さ
れ
た

C
E
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】

W
E
Z
氏
が
本
県
に

同ロ

ω
E
2
2
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。=gg]
〉
安
一
日
と
し
て
在
住
せ
ら
れ
、

日
本
研
究
殊
に
政
治
史
方
面
の
研
究
に
従
事
さ
れ
て
ゐ
る
ω

特
別
左
る
日

本
研
究
室
が
る
る

b
け
で
は
友
く
、
ま
た
中
央
同
書
館
に
長
け
る
日
本
書
も
少
い
。
本
大
挙
へ
も
園
際
文
化
振
興
舎
か
ら
闘
書
が
寄

除
米
に
於
け
る
日
本
県
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

O
七

害事

裁

」ーノ、



欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

O
八

合存

続

ーノ、

慰
さ
れ
る
ら
し
い
。

フ
ア
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ズ
氏
の
講
義
は
日
本
語
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外
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吋
ケ
山
口
207v勺ヨロ
E
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z一円
E
一寸
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P
F
δ
=
等
で
あ
る
。

昨
年
三
月
本
墜
に
於
て
南
加
州
に
訟
け
る
板
東
研
究
者
の
命
日
合
が
行
は
れ
た
が
、
そ
れ
に
は
五
校
か
ら
十
四
名

の
関
係
者
が
出
席
し
て
協
議
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

丸
、
∞
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ロ
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C
2
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日
米
外
交
史
の

P
Z
D
2
7口
2
円
数
回
記
.
日
本
史
の
市
橋
倭
氏
が
居
ら
れ
ョ
日
本
の

あ
る
雑
誌
に
こ
の
大
問
中
が
日
本
研
究
に
つ
き
米
同
各
大
殿
中
最
も
完
備
し
た
組
織
を
持
っ
て
ゐ
る
と
の
記
事
が
あ
っ
た
の
で
、
非
常

た
期
待
そ
持
っ
て
悲
観
し
た
の
寸
あ
っ
た
が

中
九
問
書
館
及
び

Z
E
q
q
2
G
u
-
-
5
5
5
市
橋
教
問
視
去
の
岡
書
だ
け
で
は
左
程
多

〈
の
日
本
書
を
牧
蔵
し
て
ゐ
る
や
う
で
も
な
く
、
ま
た
特
別
注
施
設
が
あ
る
や
う
に
も
考
へ
ら
れ
友
い
。
尤
も
市
橋
氏
は
賜
朝
中
、

ト
リ
'
1
ト
教
授
は
版
行
中
で
、
そ
れ
等
の
人
K

に
合
ふ
機
舎
が
左
〈
、
詳
細
な
と
と
は
明
か
で
た
い
が
、
次
の
加
州
大
事
の
方
が
遥

に
完
備
し
た
組
織
を
持
っ
て
ゐ
る
と
忠
ふ
。

-
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本
製
は
加
州
々
立
大
撃
で
あ
る
が
、

シ
カ
ゴ
以
閏
第
一
を
誇
れ
る
も
の
で
内
容

も
整
ひ
財
政
も
豊
か
友
立
板
左
大
島
?
で
あ
る
。
ロ
zro一々

の
町
は
こ
の
大
事
で
持
っ
て
ゐ
る
や
う
友
も
の
で
、
人
口
十
高
足
ら
宇
の

庭
へ
皐
生
教
は
一
高
近
く
も
あ
り
、
日
本
人
部
一
生
だ
け
で
も
三
百
以
上
四
百
人
近
く
も
居
る
と
い
ふ
。
日
本
の
闘
書
も
非
常
に
多
〈
、

女
島
一
・
・
哲
忠
一
・
・
一
歴
史
殊
に
悌
教
闘
係
の
も
の
は
最
も
多
く
揃
っ
て
ゐ
る
。
最
近
は
政
治
経
済
方
面
の
同
書
も
盛
ん
に
蒐
集
さ
れ
で
ゐ
る
。

東
洋
闘
係
の
問
者
購
入
費
年
翻
五
千
弗
と
の
と
と
で
あ
る
が
、
本
年
は
支
那
脊
の
入
手
困
難
な
る
た
め
殆
ど
全
額
を
日
本
闘
係
書
の

購
入
に
宛
て
る
と
の
話
も
あ
っ
た
。
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三位、

、

か
く
て
本
撃
は
近
き
賂
来
に
於
て
、

ア
メ
リ
カ
の
中
部
凶
部
を
通
巳

τ
の
日
本
研
究
の
中
心
地
た
る
地
位
を
獲
得
す
る
の
で
は
な

い
か
と
忠
ふ
。
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戸
弓
色
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本
事
の
東
洋
研
究
は
一
九
二

O
年
に
日
本
研
究
二
九
二
二
年
に
支
那
研
究
の
人
が

来
任
し
.
爾
米
次
第
に
護
展
し
一
九
三
六
年
に

。ュ

E
E
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m
z
z
z
の
名
穏
と
な
り
、
聞
書
館
の
機
上
に
居
を
占
め
内
容
が
著
し
く
充

質
し
た
。
牧
放
図
書
は
約
二
高
五
千
部
で
あ
る
が
、
日
本
書
も
約
一
高
部
は
あ
ら
う
。
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一
色
。
=
か
ら
の
問
主
同

数
千
部
の
外
に
、
昭
拘
十
年
十
氷
山
ら
十
二
年
九
月
ま
で
に
園
際
文
化
振
興
曾
か
ら
約
凶
千
部
の
闘
書
が
寄
附
相
さ
れ
て
ゐ
る
。
日
本
に
閥

ず
る
講
義
は
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雨
氏
が
日
本
語
を
、
木
村
重
治
氏
が
日
本
史
、
ヲ
イ
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欧
米
に
於
け
る
日
本
駒
田
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四
O
九

聖書

抜
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欧
米
に
於
け
る
日
本
革
研
究
に
就
い
で

第
四
十
点
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る
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ト
を
後
行
し
た
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ハ
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イ
在

留
日
本
人
の
教
は
全
島
居
住
者
の
約
三
割
入
分
に
建
し
て
ゐ
る
が
、
本
山
出
干
の
息
生
も
そ
の
四
割
は
日
本
人
だ
と
い
は
れ
、
東
洋
科
の

一
科
に
三
百
人
も
の
認
識
者
が
あ
る
。

と
の
鮪
か
ら
見
て
も
本
壌
の
日
本
研
究
は
注
意
す
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

ー国
ー.
田園

、

以
上
は
私
の
歴
訪
し
た
箇
所
で
あ
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門
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の
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で
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が
あ
る
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昨
年
六
月
二
十
八
日
か
ら
八
月
二
十
日
に
亙
っ
て
極
東
研
究
の

∞E
E
E
E

∞E
u
-
S
が
聞
か
れ
た
が
、
そ
の
題
日
中
日

本
闘
係
の
も
の
は
次
の
如
く
で
る
る
。
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任
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授
は
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教
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撃
講
師
と
し
て
永
〈
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本
に
居
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た
人
で
、
同
大
撃
の
東
洋
科
に
は
日
本
歴
史
、
日
本
文
化
、
日
本
文
事
等
に
闘
す
る
講
義
が
る

る
と
い
ふ
。



以
上
の
外
に
日
本
研
究
の
出
場
者
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
二
三
の
人
を
事
げ
る
と
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り
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近
の
日
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郊
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習
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二
時
を
刊
行
、
昨
年
夏
支
那
に
赴
雪
上
海
事
蹴
況
の
た
め

客
死
)
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呂
田
s
q
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日
本
の
袈
達
、
と
欧
洲
列

強
と
の
閥
係
を
研
究
)
等
の
人
々
が
あ
る
。

四

一

以

K4迅
ペ
た
所
は
庖
接
に
円
本
を
研
究
の
肘
然
と
し
た
一
も
の
に
限
っ
た
が
、
と
の
外
開
〈
東
洋
に
削
附
す
る
研
究
、
例
へ
ば
東
洋

美
術
史
や
倣
京
外
交
史
そ
の
他
の
中
に
も
日
本
に
闘
す
る
研
究
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
山
口
同
然
で
あ
る
。
又
私
の
見
た
庭
、
合
っ
た
人

を
中
心
と
し
た
た
め
、
そ
れ
以
外
の
一
底
及
人
を
書
き
漏
ら
し
た
黙
も
多
い
こ
と
と
忠
ふ
。
従
っ
て
以
上
述
ぺ
た
以
外
に
向
多
く
の
日

本
研
究
に
関
係
あ
る
設
備
や
問
筆
者
の
あ
る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

既
に
漣
ペ
た
如
く
従
来
は
支
那
研
究
が
寧
ろ
盛
ん
で
あ
っ
て
、
日
本
研
究
は
東
洋
研
究
の
一
部
若
〈
は
支
那
研
究
陀
附
随
し
て
行

は
れ
た
如
脅
扶
態
で
る
っ
た
。
之
は
支
那
が
早
く
か
ら
欧
米
に
知
ら
れ
互
に
交
渉
の
る
つ
だ
げ
か
り
で
た
〈
、

欧
米
が
支
那
に
多
〈

の
利
機
を
持
っ
て
ゐ
ち
ん
関
係
に
も
よ
る
こ
ム
」
と
思
は
れ
る
。
簡
言
す
れ
ば
支
那
や
印
度
が
古
ぐ
か
ら
閥
際
舞
裏
に
引
脅
出
さ
れ
て
ゐ

た
か
ら
で
あ
る
が
、

日
本
は
之
に
反
し
て
長
く
鎖
園
の
中
に
経
過
し
、
関
際
場
裡
に
打
ち
出
た
こ
と
が
極
め
て
新
ら
し
い
ば
か
り
で

友
く
、
ま
た
欧
米
利
権
の
目
的
と
左
ら
友
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
も
見
ら
れ
る
。
然
る
に
近
時
特
に
満
洲
事
餐
以
来
日
本
の
闘
力
は

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

告書

披

六
孟



欧
米
に
於
け
る
日
本
事
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

第

貌

六
六

著
し
く
績
充
し
、
日
本
に
封
ず
る
関
心
が
頗
る
深
く
友
っ
た
た
め
、
日
木
研
究
熱
は
念
に
高
ま
り
来
っ
た
。
之
れ
は
と
り
も
直
さ
や
日

本
の
賓
力
を
認
識
し
た
結
果
で
あ
っ
て
、
日
本
研
究
が
闘
力
の
護
展
と
嗣
係
る
る
と
と
を
否
な
こ
と
は
出
来
な
い
。

然
し
な
が
ら
東
洋
併
先
若
く
は
支
郊
研
先
は
古
き
歴
史
を
布
す
る
だ
け
、

日
本
研
究
は
盛
ん
と
た
っ
た
と
は
い
へ
、
猫
設
備
に
於

て
も
業
績
に
於
て
も
之
に
比
肩
し
得
な
己
責
以
で
る
る
か
ら
、
今
後
は
更
に
一
居
H
本
針
究
の
砧
旧
民
充
貧
を
計
っ
て
、

日
本
研
究
が

東
洋
研
究
若
く
は
支
那
何
先
の
一
部
た
る
状
態
か
ら
枕
し
て
自
立
濁
往
の
地
伎
を
占
む
る
に
至
る
と
と
が
必
要
で
る
る
。
と
の
意
味

に
於
て
は
欧
洲
に
ゐ
け
る
日
本
研
究
よ
り
も
、
米
間
闘
に
治
け
る
日
本
研
究
が
狽
立
性
に
富
ん
で
ゐ
る
。
モ
れ
は
米
閣
と
支
那
と
の
交

渉
が
、
敵
例
zp
」
支
那
と
の
交
渉
ほ
ど
の
歴
史
と
利
害
と
を
有
せ
ざ
る
都
、
設
備
そ
の
他
財
力
の
割
、
井
に
研
究
者
及
単
一
生
の
数
等
の

結
か
ら
見
て
之
を
肯
定
し
得
る
と
思
ふ
。

=
、
更
に
各
閣
に
沿
け
る
白
木
事
研
究
の
賞
欣
に
封
し
て
考
ふ
る
に

(
イ
)
濁
逸
。

調
逸
に
於
て
日
本
向
学
研
究
が
盛
ん
で
る
る
ζ

と
は
、
古
く
か
ら
濁
逸
人
が
日
本
に
閥
心
を
有
し
た
こ
と
を
見
逃
す
こ

と
が
出
来
た
い
。
例
へ
ば
か
の

河
口
問
ゆ
]
『

E

F

の
文
化
を
と
り
入
れ
た
こ
と
も
大
な
る
闘
係
が
あ
る
こ
と
と
考
へ
ら
れ
る
。
(
諸
説
一
間
お
脳
同
主
賊
け
)

既
に
遁
ぺ
た
る
如
く
、
伯
林
の
日
本
接
舎
及
び
各
地
大
観
?
に
於
て
、
盛
ん
に
日
本
製
研
山
九
が
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
共
聞
に
お
け
る

聯
絡
若
く
は
統
制
を
快
い
て
ゐ
る
や
う
に
忠
は
れ
る
。
従
っ
て
各
大
島
一
ゐ
研
究
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
た
せ
て
研
交
を
統
制
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
伯
林
で
は
日
本
製
一
般
、

ハ
ム
プ
ル
グ
は
粧
品
円
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
は
精
神
史
、

ボ
ン
は
悌
教
の
研
究
と

い
ふ
が
如
く
に
そ
の
特
色
を
持
た
せ
て
研
究
者
を
配
置
し
、
書
籍
そ
の
他
の
研
究
資
料
も
融
通
し
聯
絡
を
つ
け
た
な
ら
ば
研
究
上
大



な
る
便
篠
が
得
ら
れ
、
各
地
に
お
け
る
人
の
不
足
、
育
料
の
日
欧
乏
を
相
常
に
補
ひ
得
る
の
で
は
友
い
か
と
思
ふ
。
前
に
も
一
言
し
た

が
濁
遜
で
は
箆
替
管
理
法
の
闘
係
か
ら
、
外
国
へ
貨
幣
を
文
梯
ふ
こ
と
が
商
倒
で
あ
り
、
従
つ
で
新
古
の
書
籍
を
購
入
し
能
は
ざ
る

状
態
に
る
る
の
で
、
書
詩
共
他
の
寄
贈
又
は
交
換
に
つ
い
て
十
分
日
本
か
ら
援
助
す
る
必
要
が
あ
る
と
忠
ふ
。
そ
の
上
樹
書
費
の
快

乏
か
一
訴
へ
て
ゐ
る
欣
態
で
る
る
か
ら
同
書
貨
の

F

寄
附
も
識
者
の
考
慮
を
促
し
た
い
事
柄
マ
あ
る
。
次
に
最
近
の
濁
品
躍
で
は
日
本
に
封

ず
る
閥
心
か
ら
、
日
本
に
閥
ず
る
同
書
の
州
版
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
所
謂
一
夜
作
り
の
如
何
は
し
き
岡
書
や
パ

ン

7

レ
ツ
ト
も
お
り
、

十
分
に
日
本
を
研
究
せ
や
し
て
卒
繭
に
菩
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
や
ろ
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
誤
h
f
訂
す

た
め
に
も
、
十
八
月
に
研
究
さ
れ
た
桔
川
市
が
積
々
獲
い
記
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
或
は
日
本
の
遁
常
な
る
書
物
ド
ピ
凋
逸
話
に
翻
諜

出
版
す
る
と
と
も
必
要
ヴ

b
ら
ろ
。

た
い
、
こ
の
場
合
に
附
す
一
引
の
撚
探
を
訣
ら
胞
や
ろ
に
抗
意
し
耽
け
れ
ば
も
折
品
門
め
目
的
が
鼎
却
の
結

果
を
惹
起
す
る
虞
が
あ
る
と
忠
ふ
。
更
に
人
に
闘
す
る
問
題
も
日
本
の
側
に
つ
い
て
い
へ
ば
、
先
づ
彼
地
の
日
本
聞
学
者
の
研
究
を
十

分
指
導
又
は
援
助
し
得
る
だ
け
の
力
あ
る
適
任
者
を
毎
年
街
逸
に
法
る
こ
と
を
考
へ
な
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
叉
各
大
撃
に
奉
職
す
る
助

手
の
人
々
も
語
感

T

ば
山
り
で
な
く
専
門
的
知
識
あ
る
人
を
麹
嘗
の
揚
肋
に
配
置
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
語
感
だ
け
の
考
か
ら
専

門
の
異
る
方
面
で
仕
事
せ
し
む
る
こ
去
は
彼
我
共
に
得
る
所
が
少
い
。

こ
の
た
め
に
は
や
は
り
専
門
の
少
社
研
究
者
を
濁
泡
に
途
つ

て
猫
治
人
の
研
究
を
助
け
る
昨
日
ら
、
自
ら
も
研
究
す
る
や
う
に
し
て
は
如
何
か
と
忠
ふ
。
ま
た
濁
逸
の
側
に
つ
い
て
い
へ
ば
第
一
に

現
在
の
日
本
製
者
の
後
繕
者
を
作
る
と
と
に
力
を
注
が
九
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
第
二
に
研
究
者
の
地
位
を
確
保
し
そ
の
就
職
の
途
を
考

慮
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
。
折
角
日
本
撃
を
研
究
し
て
も
生
活
の
注
が
な
い
ゃ
う
で
は
研
究
者
の
増
加
は
望
み
得
な
い
ば
か
で
た

〈
、
途
に
は
表
へ
る
の
外
は
友
い
。
共
一
方
法
と
し
て
は
此
等
の
研
究
者
を
遁
蛍
の
期
間
、

日
本
の
高
等
感
校
専
門
拳
校
等
で
狗
逸

欧
米
に
於
け
る
日
本
皐
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

第

競

六
七



欧
米
に
於
け
る
日
本
革
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

四

空事

競

六
i¥. 

語
の
毅
師
に
招
聴
し
て
日
本
で
一
居
の
日
本
製
研
究
を
積
ま
し
め
、
後
猫
逸
で
日
本
製
の
敬
服
に
就
か
し
む
る
と
と
と
す
れ
ば
、
前

惑
の
後
継
者
の
問
題
も
自
ら
解
決
し
一
皐
問
符
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
。
と
の
考
は
凋
逸
で
も
同
株
の
考
を
持
っ
て
居
ら
れ
た
人
々
が

あ
っ
た
。

(
ロ
)
共
他
の
敵
洲
諸
図
。

悌
闘
に
於
て
は
前
述
の
如
く
巴
里
に
既
に
日
本
研
究
皐
舎
や
日
本
命
日
館
が
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

之
を
磁
石
と
し
て
研
筑
設
備
を
充
貧
し
、
日
本
翠
研
究
機
脚
光
る
立
振
友
る
成
川
市
を
事
ぐ
る
に
至
ら
ん
と
と
と
望
ん
で
己
ま
な
い
。

例
〈
ば
端
回
議
府
に
沿
け
る
日
間
間
際
附
書
館
の
如
き
狽
自
の
研
究
機
闘

κま
で
夜
間
広
せ
し
む
る
と
と
が
緊
要
P
あ
ら
う
。

波
蘭
ワ
ル
ソ
ウ
に
た
け
る
日
本
製
祈
筑
は
就
に
遮
ペ
た
如
〈
盛
ん
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
串
間
的
託
研
賓
と
い
ふ
よ
り
も
お
γ

ろ
現
寅

的
の
興
味
が
大
た
る
や
う
に
も
明
ん
は
れ
る
。

填
太
利
ウ
ィ
ー
ン
の
日
本
文
化
研
究
所
は
勝
来
の
褒
展
に
大
た
る
期
待
が
掛
け
ら
れ
る
の
み
な
ら
や
、
波
蘭
・
チ
ヱ
コ
ス

n
パ
キ

ア
共
他
を
連
絡
し
て
中
欧
に
ゐ
け
る
日
本
間
宇
研
究
の
一
中
心
機
闘
と
し
て
の
役
目
を
個
別
す
に
至
ら
ん
と
と
を
笠
ま
ざ
る
を
待
友
い
。

和
蘭
は
流
石
に
日
本
と
古
く
よ
り
通
交
の
あ
っ
た
闘
係
上
、
ラ
イ
デ
ン
大
事
の
日
本
製
研
究
室
や
へ

1
グ
の
古
文
書
館
は
立
派
な

も
の
で
あ
る
が
、
僅
か
に
ラ

I
J
ア
ル
博
士
が
る
る
の
み
で
る
り
、
而
も
日
本
文
化
に
闘
す
る
講
義
も
行
は
れ
て
ゐ
た
い
欣
態
で
・
あ
る

か
ら
、
昨
年
ろ
人
の
問
題
が
重
要
で
あ
り
、
幾
多
の
研
究
者
が
出
て
業
蹟
を
事
ぐ
る
や
ろ
努
力
せ
た
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。

英
闘
に
於
て
日
本
製
研
究
の
興
ら
ざ
る
理
由
と
し
て
は
第
一
に
費
用
支
出
の
困
難
.
第
二
に
日
本
と
英
図
と
の
開
係
は
相
営
古
い

も
の
で
あ
り
、
日
本
の
事
情
は
一
部
の
人
に
は
相
営
知
ら
れ
て
を
り
、
今
夏
之
を
調
交
す
る
必
要
た
く
、
殊
に
英
国
人
は
質
際
的
で

あ
る
か
ら
歴
史
と
か
文
献
と
か
に
よ
っ
て
調
べ
る
よ
り
も
、
日
常
の
取
引
関
係
友
F
」
で
相
営
深
〈
日
本
を
知
っ
て
ゐ
る
た
め
特
別
な



研
究
設
備
が
趨
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
第
三
に
わ
L
る
文
化
施
設
が
何
か
事
の
る
る
と
き
経
済
的
利
害
以
上
に
強
力
と
友
れ
ば
結
構
で
あ

る
が
之
は
望
み
難
く
、
多
く
は
経
一
一
内
的
利
害
の
方
が
扱
く
働
く
た
め
文
化
施
設
友
ど
に
多
く
注
意
を
排
は
ぬ
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
た
人
も
あ
る
コ
成
税
そ
の
図
民
性
か
ら
見
て
そ
う
い
ふ
理
由
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
文
化
的
施
設
は
文
化
的
施
設
と
し
て
役
立

つ
べ
き
も
の
で
あ
り
、
根
本
的
に
日
本
を
知
る
た
め
に
は
必
要
'
な
も
の
で
る
る
。
要
す
る
に
物
心
柄
方
聞
か
ら
H
本
を
攻
柳
川
ナ
る
た

め
に
は
、
経
済
的
利
害
関
係
の
み
た
ら
中
と
の
文
化
施
設
が
無
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
。

(
ハ
)
米
園
。

米
図
に
ゐ
け
る
東
洋
研
究
も
や
は
り
支
那
併
究
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、
日
本
研
究
は
そ
れ
に
及
ば
な
い
。

Z
。
常
的
。
口

明
m
w
「

]

士

山

mH

位
。
同
ロ

3
Z
5
5
〉

E
去
の
斜
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
所
を
見
て
も
、
大
部
分
が
支
那
研
究
で
あ
っ
て
、
日
本
研
究
に
つ
い
て
は

誠
に
貧
弱
な
感
E
山
間
へ
る
。

之
は
或
は
支
郊
田
川
究
の
万
が
力
め
一
て
報
告
さ
れ
て
、

日
本
研
究
の
方
が
十
分
報
告
さ
れ
な
か
っ
た
に
と

と
も
考
へ
ら
れ
る
が
:
;
:
。
而
し
て
そ
の
日
本
研
究
も
や
は
り
文
謡
・
美
術
・
語
皐
の
方
が
主
で
あ
っ
て
政
治
経
怖
に
闘
す
る
方
面

は
あ
ま
り
進
ん
で
ゐ
た
い
。
然
し
東
部
に
於
て
も
西
部
に
於
て
も
最
近
は
と
の
方
閣
の
研
究
に
力
を
入
れ
や
う
と
す
る
傾
向
の
る
る

乙
と
は
喜
ば
し
い
。
殊
に

ロQ
ュ
。
口
、
(
〕
C
一
。
伺
円
。
ぐ
♂
司
PFω

諸
氏
が
こ
の
方
面
の
研
究
者
で
あ
り
、
勝
一
米
大
に
前
動
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
ゐ
る
。
研
究
設
備
も
東
部
に
於
て
は
相
営
整
っ
て
ゐ
る
が
、
中
部
西
部
で
は
ま
だ
不
十
分
の
感
が
あ
る
。
然
し
加
洲
大
事
の

如
き
設
備
も
整
ひ
財
力
も
塑
に
、

日
本
人
学
生
も
三
四
百
人
を
擁
し
て
居
る
や
う
な
大
事
で
は
近
世
将
来
に
於
て
自
慢
ま
し
き
溌
達

を
遂
げ
る
こ
と
と
滋
は
れ
る
。
ま
た
咋
年
九
月
十
六
日
乃
至
十
八
日
に
の
吉
岡
官
三
宮
に
於
て
、
『

-z

。。E
E
Z
2
dロ
『
ミ
阿
古
百
三

∞Z
L
一
虫
色
戸
『
弓

h
E
3
2
4
d
O正己円一一

c
二、
S
E
Z
∞yv
己
主
冨
主
催
の
下
に
東
洋
研
究
者
の
舎
合
が
行
は
れ
た
こ
と
や
、
前
週
せ
る

同
年
三
月
末
の

P
E
g
s
η
♀
一
月
判
刊
に
於
け
る
極
東
研
究
者
の
舎
合
の
如
き
、
何
れ
も
注
意
す
ぺ
き
出
来
事
で
あ
ら
う
。
治
猫
品
謹
に

欧
米
に
於
け
る
日
本
島
一
研
究
に
就
い
て

紫
四
十
六
巻

四

互王

第
三
競

/、
カ』



欧
米
に
於
け
る
日
本
事
碗
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

四

プミ

第
三
披

七
O 

た
け
る
如
き
研
究
者
の
就
峨
問
題
は
同
下
存
し
友
い
こ
と
も
注
意
を
要
す
る
。

米
固
に
於
け
る
東
洋
研
究
殊
に
秘
東
に
闘
す
る
研
究
は
最
近
十
年
聞
に
非
常
友
設
建
を
途
げ
た
が
、

そ
れ
は
勿
論
東
洋
を
迎
合
す

る
こ
と
の
必
要
に
刺
戟
さ
れ
た
の
は
言
ふ
迄
も
た
い
が
、
研
究
に
闘
す
る
機
闘
が
出
来
た
と
と
も
重
大
な
る
原
閃
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
機
関
と
い
ふ
の
は
例
へ
ば

、』

dF。
k
p
E
m叫
E
E
V
(
U
E
H
W己
目
。
『
己

E
H
H
M
U
Z
Z
E
C『
司
聖
げ
広
O
H
h巳
巳
Z

E

、同d
T
D
副い吋
G

・
1
F
h

凶
司

L
'
〆、も
3
3
y
-
5
2
『
コ
¢

7
2
4
・b

-
J
A
R
}
h
i
p
t
:
1
0
t
下
《

t
i
i
B
U
t
t
-
F
r
F
F
f

吋一

HHの

H
W
C
n
R
O
F出
向
同
岡
、

c
c出
品

E
H
C
M】

』

F
H
O
Fリ
白
岡
田

m
m目
。
。
同
町
。
同
凶

E
C
P

H
F
o
F
H
V円相
E
『

C同

nc=mwHauuu

凶

F
o
n。
E
E
r
z
o
u
。
ロ
】
て
脳
同
肘

P
E
E
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出
E
E
o
u
。
叫
再
w
o
k
t
E
O
H
R
E
w
《

2
F
E
E
-
c
-
F
O
A戸
円
凶
器

ι
日。
E
E
W即

等
で
あ
り
、
叉
各
地
に

γ宮
口
∞
D
♀
々
が
あ
っ
て
舎
合
其
他
の
こ
と
を
や
っ
て
ゐ
る
と
と
も
、
た
と
ひ
そ
れ
は
枇
交
的
部
分
が
多

い
に
し
て
も
日
本
研
党
と
密
接
た
闘
係
を
持
ワ
て
ゐ
る
と
息
ふ
。

要
す
る
に
そ
の
規
模
の
大
に
し
て
財
力
の
豊
か
た
る
、
又
政
治
経
済
方
面
に
注
意
を
梯
へ
る
射
に
於
て
、
米
国
の
日
本
研
究
は
閑

却
す
る
と
と
を
符
ぎ
る
も
の
で
あ
り
、
帰
来
の
褒
展
は
期
し
て
待
つ
べ
き
も
の
あ
り
と
信
十
る
。

三
、
最
後
に
険
米
の
日
本
皐
研
究
に
謝
す
る
日
本
に
於
け
る
闘
係
方
面
の
事
業
そ
の
他
を
一
一
一
一
回
し
ゃ
う
。
先
づ
第
一
は
外
務
省
の

文
化
事
業
部
(
第
三
一
課
)
で
あ
る
。

こ
L

で
は
研
究
講
座
・
皐
者
萎
術
家
共
他
の
交
換
・
鳳
一
生
そ
の
他
の
交
換
・
撃
者
そ
の
他
に
劃
す
る

研
筑
援
助
・
闘
書
共
他
の
交
換
出
版
助
成
・
議
讃
舎
・
展
覧
合
等
の
と
と
を
行
っ
て
ゐ
る
が
、
大
棋
に
於
て
先
づ
第
一
に
は
寧
ろ
敵



米
列
強
以
外
の
園
を
目
標
と
し
て
、

そ
れ
等
の
園
へ
日
本
文
化
を
紹
介
す
る
方
針
で
事
業
を
行
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
欧
米
列
強
に
針

ず
る
事
業
は
謂
は
ピ
第
二
次
的
受
動
的
で
、
積
極
的
に
は
そ
れ
以
外
の
図
へ
事
業
を
進
め
て
ゐ
る
も
の
L
ゃ
う
で
あ
る
。
之
は
文
化

研
究
を
受
け
入
れ
易
き
方
面
か
ら
千
を
着
け
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
確
か
に
一
つ
の
見
方
で
あ
る
と
息
ム
。
然
L
現
に
研
筑
設
備
が
あ

り
、
研
究
者
の
あ
る
欧
米
各
国
K
封
し
で
も
、
そ
の
事
業
の
援
助
殻
達
に
つ
い
で
積
極
的
左
荷
動
を
笠
ま
ざ
る
を
得
な
い
。

突
に
図
際
文
化
振
興
舎
で
あ
る
が
、
そ
の
事
業
は
誠
に
多
岐
に
亙
っ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
主
た
る
も
の
は
講
師
の
海
外
沃
遺
・
日
本

丈
化
研
究
に
謝
ナ
る
奨
励
補
助
・
講
演
命
で
展
覧
合
・
貫
演
命
同
等
の
開
催
、
闘
書
資
料
の
出
版
@
交
換
@
寄
贈
等
で
め
る
。
岡
書
編

纂
で
は
目
下
英
文
日
本
文
化
叢
書
共
他
が
編
纂
さ
れ
て
を
り
、
況
に
出
版
さ
れ
た
も
の
に
〉

ω-5ユ
回
r
z
a
2
1
4
8
』

p円
以

p
c

や

k
r
c
f
L
O
 
す

}
4
5
3
ο
m
z
h
t
m
(同
即
応
例
怖
政
ω

神
泣
引
美
術
ふ
入
唱
の
概
要
及
参
考
詩
を
示
せ
る
も
の
)
共
他
が
め
る
コ
間
帯
寄
贈
の
行
は

れ
て
ゐ
る
こ
と
は
既
に
一
言
し
党
所
で
あ
る
が
、
之
を
熱
望
し
て
ゐ
る
狽
逸
そ
の
一
僧
隊
側
諸
闘
に
も
米
図
同
様
大
量
的
寄
贈
が
笠
ま

し
い

d

猶
季
刊
雑
誌
や
毎
年
の
事
業
報
告
書
が
る
る
か
ら
詳
し
〈
は
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五

日
本
曲
学
邸
ち
]
呂
田
コ
O

一O雪
は
そ
の
本
来
の
意
味
に
於
て
は
日
本
古
典
皐
と
も
解
さ
れ
る
。
或
は
高
渠
の
研
究
と
か
日
本
間
布
の

護
術
・
宗
教
・
文
撃
の
研
究
と
か
Y

そ
の
針
象
を
な
す
も
の
の
如
く
で
あ
る
が
、
必
宇
し
も
か
L
る
同
有
の
範
固
に
限
局
さ
る
L
必

要
は
た
く
、
庚
く
日
本
文
化
の
研
究
が
と
の
中
に
含
ま
れ
て
差
支
な
き
も
の
と
思
ふ
。
印
ち
今
の
動
き
つ
』
あ
る
日
本
を
E
嘗
に
理

合
す
る
た
め
に
、
日
本
文
化
を
庚
f
深
く
そ
の
淵
源
に
朔
っ
て
研
究
し
て
行
く
と
と
に
外
な
ら
ね
。
賞
際
に
於
て
研
究
範
閣
は
時
代

ム
」
共
に
繍
張
し
、
歴
史
の
方
面
に
於
て
も
今
や
維
新
史
・
明
治
史
等
か
ら
最
近
の
愛
遼
に
迄
及
ん
で
ゐ
る
。
但
そ
れ
等
の
研
究
が
翠

欧
米
に
於
け
る
日
本
畢
掛
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

llY 
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解
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欧
米
に
於
け
る
日
本
患
研
究
に
就
い
て

第
四
十
六
巻

同

A 

第

競

七

に
欧
丈
主
同
の
み
で
は
な
く
、
骸
終
に
は
日
本
語
又
は
日
本
書
を
混
じ
て
も
行
は
る
べ
き
で
あ
り
、
欧
米
に
於
て
か
L

る
研
究
が
可
能

で
る
る
だ
け
の
設
備
と
人
と
を
持
っ
と
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

日
本
製
の
研
究
は
事
問
的
施
試
と
し
て
の
研
安
で
る
っ
て
、
観
光
的
・
趣
味
的
注
目
本
研
究
を
指
す
も
の
で
は
友
い
。
例
へ
ば
旗

行
の
案
内
と
か
、
映
蓬
の
矧

μ

日
と
か
‘
茶
湯
・
生
花
の
賞
演
と
か
、
或
は
刀
剣
の
蒐
集
と
か
い
ふ
矧
も
、

や
は
り
日
本
研
究
の
一
端
で

あ
り
、
日
本
文
化
の
紹
介
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
は
、
十
以
に
い
ふ

H
本
皐
研
究
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
此
等
の
観
光
的
趣
味
的
た
日

本
研
究
は
一
時
的
の
好
守
小
笠
そ
そ
ち
興
味
を
泣
き
起
吉
し
む
る
K
は
好
雪
方
法
で
あ
ら
う
ゆ
れ
だ
も
棋
本
的
に
文
献
を
油
ビ
て

日
本
を
迎
合
す
る
日
本
場
研
究
の
場
合
と
は
決
し
て
同
一
視
す
る
こ
と
を
得
友
い
。
従
っ
て
之
を
取
扱
ふ
園
慌
も
翻
光
局
や
社
交
闇

健
と
し
て
の
文
化
協
智
に
於
て
行
は
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
間
平
術
的
研
究
周
憾
の
本
来
の
使
命
で
は
注
い
。
私
は
か
L

る
一
時
的
な

刺
戟
を
興
へ
る
よ
り
も
、
も
っ
と
根
本
的
に
日
本
を
迎
舎
せ
し
む
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
た
め
に
は
所
諮
日
本
些
の
研
究

に
重
賠
を
置
か
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
と
忠
ふ
。

日
本
撃
の
研
究
に
劃
す
る
援
助
は
既
に
述
べ
た
如
く
各
方
面
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
設
備
と
研
究
者
と
の
闘
方
面
に
針
し
て

我
園
に
於
て
更
に
一
一
暦
の
援
助
を
な
さ
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。
財
力
も
あ
り
設
備
も
あ
る
固
に
針
す
る
援
助
よ
り
も
、

か
L

る
使
釜
た

き
闘
に
封
ず
る
援
助
が
先
づ
考
へ
ら
れ
た
け
れ
ば
な
ら
む
と
芯
ふ
。
猶
外
園
に
ゐ
け
る
研
究
者
相
互
間
の
連
絡
も
必
妥
で
あ
り
、
設

備
の
融
通
も
考
へ
ら
る
べ
き
で
る
ら
う
。
殊
に
あ
る
一
固
に
た
け
る
日
本
撃
研
究
者
聞
の
和
協
と
協
力
と
が
強
く
要
望
さ
る
べ
き
で

あ
り
、
人
の
和
を
快
い
で
は
事
業
は
進
む
も
の
で
は
な
い
と
思
ふ
。

此
等
の
事
業
に
つ
い
て
我
岡
の
官
腕
と
し
て
は
外
務
省
と
文
部
省
、
圏
悼
と
し
て
は
園
際
文
化
振
興
舎
と
各
種
文
化
協
曾
と
が
直



接
間
接
に
之
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の
行
へ
る
事
業
が
某
し
て
所
謂
日
本
事
の
研
究
に
重
鞘
を
置
い
て
ゐ
る
か
、
或

は
観
光
的
趣
味
的
施
設
に
満
足
し
て
ゐ
る
か
は
、
更
に
よ
く
再
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
の
み
友
ら
や
、
そ
の
本
来
の
使
命
に
基
い

て
、
日
本
製
研
究
の
た
め
に
努
力
を
泣
す
べ
き
圏
慌
の
一
一
厨
の
活
動
を
希
望
せ
ぎ
る
を
得
泣
い
。

図
際
親
善
と
い
ふ
こ
と
も
日
本
文
化
の
研
究
を
通
じ
て
の
園
際
親
善
で
注
げ
れ
ば
な
ら
ね
。

日
本
の
文
化
を
歴
史
的
に
若
く
は
種

身
の
方
面
か
ら
研
究
し
た
人
は
よ
く
日
本
を
瑚
合
し
て
を
り
、
今
岡
の
日
支
事
餐
な
ど
に
謝
し
で
も
日
本
の
立
揚
を
正
富
に
理
曾
し

て
ゐ
る
。
私
は
「
図
際
親
善
は
文
化
府
究
か
ら
」
と
の
考
を
持
っ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
文
化
研
究
は
日
本
を
根
本
的
に
理
解
し
得
る
確
乎

た
る
信
念
を
椛
付
け
る
べ
き
日
本
山
八
千
の
研
先
で
友
く
て
は
な
ら
ぬ
。
山
平
な
る
日
本
文
化
の
紹
介
は
一
時
の
好
奇
心
を
満
足
せ
し
む
る

の
み
で
る
わ

J

、
主
混
在
況
下
川
で
は
何
の
役
に
も
ま
た
い
。

f
二

E
r
-
-
t
i
f

税
関
4zr

代
日
ヰ
与
に
夜
労
K

一
同
府
の
努
力
が
川
読
ま
し
い
と
旧
山
ふ
。
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